















































































                                                   
2 今回ジェンクスの議論を確認するにあたって参考にした論文は、2009 年に書かれ「W 









































                                                   
3 「アウシュビッツ」という名はコード化され得ないという議論は、『文の抗争』の「結果」










































                                                   
4 『ポストモダンの条件』のこの解釈は、藤本（2007: 128-133）を参照。 
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になる。（Lyotard 1983: 24-25=1989: 24-25） 
 
表１ 抗争と係争の関係 
 抗争（différend） 係争（litige） 
被害の種類 不当な被害（tort） 損害（dommage） 










不当な被害の犠牲者ではない」を非 p、「文は真である」を Vp、「文 p は偽である」を
Fp としよう。先の論法は次のようになる―p であるか非 p である、非 p ならば Fp で


















































































































































































る（Lyotard 1990: 70=1990: 62）。そしてこう考えると、「沈黙」に様々な連鎖の可能性がある











































                                                   
8 例えば、リオタールはカントの崇高論について、『非人間的なもの』に収められたいくつ
かの論文で触れている。主なものとしては「瞬間、ニューマン」（Lyotard 1988: 96=2010: 
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